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隊 西 省 商 南 県 の 中 華 電信 の 前 で 拉 議 の パネ ル を 広げ る 


彰 大 香 。 彼 は 同社 の 社員 と し て 2008 年 か ら 抗議 の 声 を 上 
げた 一 人 。 


2017 年 9 月 , 明 西 省 商 党 市 の 管轄 下 の 1 区 4 県 

( 商 州 区 、 洛 南 県 、 山陽 県 、 丹 鳳 県 、 商 南 県 ) の 56 
人 の 中 国電 信 の ベテラン 社員 ら は 、 中 国電 信 株 式 
会 社 商 洛 市 の 管轄 下 に ある 上 述 1 ナーTom 
労働 仲裁 委員 会 に 訴え た 。 この 訴え の 背景 に は 

これ ら 現 場 の 電信 労働 者 ら の 十 年 に わた る 長い 闘 
い が あ る 。 


事件 の 発端 


2008 年 以降 、 中 国電 信 株 式 会 社 の 際 西 省 に ある 
各 支 店 で 、 退職 間近 の 労働 者 ら の 老齢 年 金 の 保 
険 料 が 納付 さん て いな か っ た こと を 労働 者 が 偶然 
発見 し た 。 定年 後 た い へ ん な こと (に な る と いう こと で 
問題 化し た が 、 この 年 ちょ うど 《 中 華人 民 共 和 国 労 
働 契 約 法 》( 以 下 《 労 働 契約 法 め が 正式 に 施行 さ 
れる 重要 な 年 で も あっ た 。 また 全国 各地 の 国有 企 
業 、 と り わ け 隊 西 省 で は 「 国 有 企 業 の 制度 改革 と 職 
員 の 配置 転 換 」 政 策 が 全面 的 に 実施 され て いた 。 


この 時 期 、 これ ら 中 華 電 信 の 商 洛 市 の 各 支 社 で 何 
十 年 も 働い て きた ベテラン の 職員 ら は 退職 後 の 年 
金 問題 を 解決 する た め に 誕 走 し 、 政府 や 省 レ ベル 
の 電信 会 社 、 陳情 窒 口 、 省 議 会 な ど に 国家 の 保護 
政策 を 実行 する よう 働き か け て いた 。 し か し 中 国電 
信 の 各 支 社 の 統一 し た 回 答 は 、 労働 契約 法 が 施 

行 さ れ た ら 問 題 解決 に 取り 組む 、 と いう も の だ っ た 。 
それ で も 労働 者 ら は 間 題 解決 の た め に 働き か け を 
づ づ けた が 、 各 支 社 の 回 答 は や は り 「 ま じ め に 仕事 


を 続け て くだ さい 。 義 老 年 金 の 問題 は その うち に 解 
決し ます か ら 」 と いう も の だ っ た 。 





中 華 電信 を 解 屋 さ れ た 労働 者 た ち 


2008 年 に な り 、 労働 者 た ち は 解 決 を 望み な が ら ま 
じ め に 仕事 を 続け 、 会 社 が 約束 を 守っ て くれ る こと 
を 待ち 望ん だ 。 し か し 会 社 は 、 「 業 務 委 託 、 請負 」 の 
雇 用 下 約 を 結ぶ よう 要求 し て きた 。 それ が 2017 年 
こ 労 働 者 た ち が 訴 えた 問題 の 発端 で あっ た 


40 年 間 働 いた 末 に 「 捨 て られ た 」 余 新 徳 さん 


余 新 徳 さ ん :1958 年 生ま れ , 父 は 朝鮮 戦争 か ら 復 
員 し 、 丹 鳳 郵便 電信 局 の 修理 工 に 配属 。 余 さ ん は 
子ども の 頃 に 父 の 仕事 を 良く 手伝わ され た 。 1975 

年 、 16 歳 に な っ た 余 さ ん は 散 鳳 県 の 郵便 電信 局 に 
就 職 し 、 勤勉 さ を 認め られ 1979 年 に 正規 職員 と な 
り 、 配線 工 に 従事 。 2017 年 に 雇用 約 を 解除 され 
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信 新 徳 さ ん は 郵便 電 電信 局 の 経営 改革 の 経験 者 で 、 四 固定 電 
店 の 時 代 か ら デジ タル 通信 まで 40 年 間 様々 な 業務 に 従 
事 。 中 国 の 電信 事業 の 生き 証人 が 無残 に 「 捨 て られ た 」。 
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余 新 徳 は 電信 局 と の 雇用 関係 を 証明 する た め に 長年 の 給 
与 明細 を 保管 し て いる 。 この 分 厚い 給与 明細 の 東 は 彼 と 
電信 局 と の 複雑 で 感傷 的 な 関係 を 示し て いる 
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(2 か カ 茸 桂 牧 9 多 ヵ この 要請 書 を 携え て 、 この 二 年 ほど 、 北京 の 全国 本 
の 、27% 社 や 西安 に ある 陸 西 省 本 社 な ど に 赴 い た 。 省 本 社 
の ある 役員 は 「 年 金 が な いか ら ど うし た ? 好き で ず 
っ と 働い て きた ん だ ろ 」 と 言い 放っ た 。 42 年 間 も る 会 


仁 の た め に 働い て ぎ た 労 働 者 に 向け て いう セリ フ で 
は な い 。 


慎 然 た る 思い で 立ち 上 が っ た 胡 大 般 


際 西 省 商 南 県 の 電信 労働 者 、 彰 大 徹 さ ん は 新しい 
「 労 働 契 約 法 」 施 行 に も か か わら ず 問 題 が 解決 し な 
いこ と に 対し て 、 2008 年 に いち 早く 商 南 県 の 60 名 
の 労働 者 ら と 会 社 に 対し て 問題 解決 を 要求 し た 。 
そし て 程 玉 来 さ ん や 朱 格 北 さ ん ら と の 調査 の 結果 、 
商 洛 市 の 山 阻 県 、 丹 鳳 県 、 商 州 区 、 治 南 県 に も 同 
じ よ うな 境 過 に ある 労働 者 ら が いる こと を 知り 、 連絡 
を と り 、 2017 年 か ら 一 緒 に 司法 に 訴え る 取り 組み を 
続け て いる 。 





商 南 電信 の 胡 大 算 さ ん は 10 年 に わた り 間 是 解決 を 訴え 
続け て いる 


彰 大 艦 さん に よる と 、 これ まで の 10 年 間 で 何 度 、 
市 の 会 社 本 部 に 出向 いた か 分 か ら な いと いう 。 西 
安 市 に ある 省 本 社 に は 少な く と も 20 回 、 北京 に は 
2 回 、 その うち の 1 回 は 7 人 の 代表 団 で 北京 の 本 社 
を 訪ね よう と し た が 、 北京 駅 を 出 た ら 商 洛 各 県 政府 
の 陳情 窒 口 担当 者 や 電信 支社 の 幹部 ら が 待ち 構 
えて お り 、 硬軟 織り 交ぜ た 圧力 と 懐 務 、 そし て 口 約 
東 を され て 、 結局 その まま 本 社 に は 行か ず に 戻っ 
て きた 。 し か し その 後 も 間 題 は 解決 され ず 何 の 音 さ 
た も な い 。 


彰 大 撲 さん に よる と 、 訴訟 に 訴え る まで は 労働 者 ら 
は 絶望 の 淵 に あっ た と いう 。 メデ ィ ア も 中 国電 信 は 
広告 の 大 口 の お 客 さ ん な の で 報じ よう と し な い 。 な 
の で 世論 か ら の 応援 も ちな か っ た 。 彼 は 朱 格 炉 さ ん と 
地元 の 弁護 士 に 相談 し た が 「 中 国電 信 と の 裁判 で 
これ まで 勝つ っ た ケー ス が な い 」 と いっ て 弁護 を 断ら 
れ た 。 中 国電 信 と いう 権力 と 資本 の 巨大 怪物 と 対 
財 し て いる よう だ と いう 。 


彰 大 租 さん は 労働 者 の 中 で も 一 番 毅然 と し て いる 
一 人 だ が 、 月 800 元 の 年 金 支 給 だ け に こだわ っ て 


いる わけ で は な い 。 彼 自 身 は 商 南 県 の 街道 沿い に 
三 階 人 建て の ビル を 持っ て お り 、 テナント 料 だ け で 老 
後 の 資 金 は 事足り る 。 し か し 彼 は 、 労働 者 が 会 社 か 
ら 屈 辱 的 な 扱い を 受け て いる こと が 許せ な いと い 
。 


69 歳 まで 高 所 作業 に 従事 し た 周 岐山 


洛 南 県 の ベテラン 作業 員 、 周 岐山 さん は 69 歳 に 
な っ て も 、 会 社 の 言っ た 「 真 面目 に 働い て いれ ば 、 
年 金 問題 は いずれ 解決 する 」 と いう 言葉 を 信じ て 働 
いて きた 。 国 の 規定 で は 高 所 作業 は 55 歳 まで と 決 
め ら れ て いる が 、 それ を 14 年 も る 越え て 働い て きた 
周 さ ん も 去年 、 非常 に も 雇用 契約 を 解除 され た 。 周 
さん は 電信 で 20 年 も 働い て きた が 年 金 は 支給 され 
て いな い 。 
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69 歳 に な っ て も 高 所 作業 < 従 事 する 周 岐山 さん 





周 岐 山 に よる と 、 商 洛 市 は 秦 内 南 麓 に 位置 し 、 山 
績 地帯 に 電力 綱 を 張り 巡ら す た め に 、 当初 は 労働 
者 ら が 設備 や 備品 を 担い で 危険 を 願 み ず 工事 に 
あたっ た と いう 。 


中 国電 信 に よる 必用 関係 の 書き 換え で 
ベテラン 社員 は 請負 業者 に され て し まっ た 


2008 年 に 「 労働 契約 法 」 が 施行 され る 前 後 、 中 国 
電信 は 各 県 の ベテラン 社員 ら に 無断 で 「 個 人 事業 
主 営業 許可 書 」 の 手続 き を 行い 、 間もなく 定年 を 迎 


えよ うと し て いた 社員 ら が 一 夜 に し て 労働 者 か ら 個 
人 事業 主 に 変身 し て し まっ た 。 これ に よっ て その 後 
の 裁判 で は 雇用 関係 が 認め られ ず 敗 訴 し て きた 。 


すす すき 1 





無断 で 登録 され た 《 個 人 事業 主 営業 許可 証 》 を 手 に する 
洛 南 県 の 労働 者 、 施 運 紅 さ ん 





中 国電 信 は 本 人 に 無断 で 個人 事業 主 営 業 許可 証 の 申請 
手続 き を 行っ て いた 


問題 を 調査 し 、 弁護 士 が 取得 し た 山陽 県 の 商工 局 
の 資料 に よる と 、 3 人 の 《 個 人 事業 主 営業 委託 書 》 
が 本 人 の 名 前 と 違う 名 前 で 作成 され て いた こと が 
発覚 し た 。 他 の 県 の 資料 は 取得 で き て いな い が 、 
お そら く 同 じ だ ろう 。 労働 者 ら は 誰 一 人 サイ ン し た 覚 
え は な いと いう 。 電信 に よる 書類 偽造 の 疑い も あ 
る 。 関係 者 に よる と 、 電信 は か つて 職員 ら の 身分 証 
明 書 を 集め た こと が あり 、 その 時 に 委託 書 を 偽造 し 
て 商工 局 に 申請 し た の で は な いか と いう 。 そし て そ 
れ は か つて 偽造 に 携わっ た 職員 か ら 証 言 を 得 た 。 
この 職員 に よる と 、 (その 見 返り に ) 商工 局 に 無料 で 
ブロ ー ド バン ド を 設置 し て 宴会 で 接待 し た と いう 。 ま 
た 商 南 県 の ある 労働 者 に よる と 、 以前 、 電信 局 の 調 
査 が 入る と いう こと で 委託 許可 証 が 必要 に な っ た と 
いう 。 また 補助 金 も 出 る と 言わ れ て いた が 結局 な ん 
の 調査 だ っ た の か 、 補助 金 も 何 に 使わ れ た の か も 
分 か ら な いと いう 。 


結局 、 事情 が わか ら な いま ま 個人 事業 主 営業 許可 
証 が 発行 され た こと で 、 中 国電 信 は ベテラン 労作 
者 に 対抗 する 法 的 武器 を 手 に する こと が で きた 。 し 


か し ゃ し 会 社 が 本 気 で 年 金 問題 を 解決 する 誠意 
見 せ た い の な ら 、 そん な 許可 証 な どど うと で も な る こ 
と だ 。 一 連 の 経過 を 見 れ ば 、 中 国電 信 の 意図 は ハ 
ッ キ リ と し て いる 。 
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全 人 依 隔 《 條 体 工商 条例 》 申 身 登記 久 條 体 工商 戸 , 提 交 文件 材料 真 突 有 邊 。 誠 対 真 
挟 性 承 担 寅 任 。 
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下 の 《 委 反 代 理 人 証明 書 は 電 盛 喜 さ ん が 山陽 県 
の 工商 局 か ら 入手 し た 現物 。 本 人 監 く 、 これ は 自分 
の サイ ン で は な いと いう 。 胡 盛 喜 さ ん 自身 の 筆跡 は 
書類 の 右上 に ある と お り た だ 。 
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委 代 理 人 下 明 還 る 

ま 反 人 拍 名 。 内 
交代 理 人 姓名 。 
ま 折 代理 板 団 : 

| 同意 同意 株 革 和 材 中 的 件 寺村 間 

2、 同 意 光 不同 意 口 修 改 有 共 表 格 的 填 写 剛 居 

3、 同 意 MM 不同 計 口 往 取 各 美 通知 

1、 同 意 ソ 不同 章 口 


夫 取 條 体 工商 戸 萬 立 拠 想 。 
月 5 日 下 8 
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所 人 笠 名 : 」 上 ル 
和 9 4zeF 9 月 /gH 


箇 知 。 」. 委 提 代理 的 委 折 事項 上 委 代 岳 か 理 名 称 了 株 八 、 洒 の jp、 邊 更生 


2. 委 人 府 当 指定 要 代 理 介 正人 逢 茨 桂 村 的 板 介 , 在 拓 拓 "同意 " 破 * 不 同 
の 中 打 マ 。 


《 個 人 事業 主 営業 登記 申請 書 ) や 同じ よう に 他人 
が サイ ン し て いる 。 


止 明 

山 困 基 工商 局 : 

0 和仁 39 名 有事 申 倍 並 色 梁 拓 的 祭 

中 的 多 芝 協 所 均 位 十 各 彡 領 申 信 支局 内 房 屋 族 板 
ee 分 公司 所 有 , 到 倍 提供 作 丸 其 委 卒 住所 使 
用 。 

特 此 年 明 

店 国 是 信 山 囲 分 公司 


ニ 〇 一 喘 年 人 月 一 十 五 日 


2008 年 、 隊 西 省 商 南 県 の 中 国電 信 の 朝 大 租 、 程 
玉 来 、 朱 格 の 3 人 の ベテラン 社員 は 、 会 社 の ロ 
約束 に 騙さ れる こと な く 、 10 年 に わた る 戦い を 続け 
て きた 。 し か し 労働 者 ら の 希望 は 、 会 社 に よる 引き 
延ばし 、 無視 、 次 任 の 押し 付け 合い 、 そし て 公権力 
を 動員 し た 陳情 行動 へ の 弾圧 な ど に よっ て 絶望 ( 
か わっ た 。 


2016 年 まで に 、 中 国電 信 は 一 方 的 に 選 用 契約 を 
解除 し 、 労働 者 に 何 の 通 知 も せ ず に 賃金 支払 い を 
停止 し た 。 | こん な ひど い 話 が ある か 。 責任 放棄 も 
甚だ し い ! 」 と 労働 た ち は 言 う 。 それ か ら 2 年 の あい 
だ に 、 陸 西 省 商 洛 市 の 各 支 社 だ け で も 200 人 以上 
の 職員 が 不当 に | 解雇 」 さ れ た 。 
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2018 年 6 月 、 也 西 省 松 林 市 横山 県 、 府 谷 県 、 神木 県 仁 
県 の 中 国電 信 の 労働 者 ら が 社会 保険 料 問題 を 訴え る ( ウ 
ェ ブ 上 か ら ) 


この よう な 雇用 契約 の 解除 は 、 隊 西 省 の 電信 関係 
で は 慣例 か つ 暗 黙 の ルー ル ( に な っ で て いる と いう 。 商 
洛 市 の 商 州 区 、 山陽 県 、 洛 南 県 、 丹 鳳 県 、 商 南 
県 , 峡 北 の 機 林 や 延安 地区 の 十 数 の 区 や 県 で も べ 
テ フ ン の 職員 が この よう な や り 方 で 雇用 契約 を 破棄 
され て いる と いう 。 訴え を 起こ し て いる 労働 者 の 代 
表 ら に よる と 、 被害 者 は 少な く と も る 隊 西 者 だ け で 数 
千 人 に の ぼり 、 全国 的 に どの くら い に な る の は 分 か 
ら な いと いう 。 


2017 年 8 月 、 了 西 省 商 洛 市 の 管轄 下 に ある 四 県 
一 区 ( 商 州 区 、 洛 南 県 、 山陽 県 、 丹 鳳 県 、 商 南 県 ) 
の 56 人 の 中 国電 信 の べ ベテラン 社員 が 会 社 を 労働 
仲裁 要員 会 に 訴え た 。 仲裁 委員 会 は 両者 の あい だ 
こ は 委 託 代 理 契 約 が ある と いう 理由 で 訴え を 退け 
る 。 労働 者 は 納得 せ ず 、 両者 の 雇用 関係 を 認め る 
訴え を 裁判 所 に 起こ し た 。 2017 年 末 か ら 2018 年 
に か け て 、 4 カ所 の 裁判 所 で 争わ れ た が 、 裁判 所 は 
労働 仲裁 委員 会 の 見 解 を 認め 、 56 人 は 敗訴 。 労 
働 者 は 控訴 中 で ある 。 


争議 団 の 結成 と パフ ォ ー マ ンス 広告 
2018 年 6 月 か ら 商 洛 の 四 県 一 区 の 労働 者 ら は 争 


議 団 を 結成 する こと に な っ た 。 取り 組み は 6 月 27 
日 に 商 洛 市 の 電信 公司 で の 訴え か ら 始 まっ た 。 





2018 年 6 月 26 日 の 信 1 開 団 の 会 


2018 年 6 月 27 日 早朝 、 洛 南 県 の 18 人 の 労働 者 
が 中 国電 信 洛 南 支社 を 訴え た 裁判 が 商 洛 市 中 等 
裁判 所 で 行わ れ た 。 各 県 の 労働 者 ら が 「 電 信 の 高 
速 回 線 は 各 家 庭 に 設置 され る けど 、 わし ら は 年 金 も 
も ら え な い 」「 中 国電 信 の サー ビス は 隅 々 まで 行き 
わた る が 、 職員 の 権利 に は 無関心 ]」 な どの スロ ー ガ 
ン が 書か れ た 宣伝 ボス ター を 持ち 寄っ た 。 写真 に は 
豆板 疾 で 文字 が 書か れ た 角 頭 (マン トウ ツウ) を 口 に し 
て いる 労働 者 が 写っ て いる 。 し か し 何ら 税法 で は な 
いこ の ボス ター は 商 洛 電 信 に 届け る 前 に 掲示 を 妨 
害さ れ 、 没収 され て し まっ た ! 





争議 団 の 逮捕 会 社 の 冷淡 な 態度 


6 月 27 日 朝 8 時 頃 、 商 洛 市 の 電信 公司 が 警察 に 
通報 。 身元 を 明らか に し な い 私 服 警 察 が 「 奴 を 捕 ま 
えろ 」 と 声 を あげ る と 制服 の 警官 が 労働 者 を 取り 押 
さえ た 。 現場 は 混乱 し 、 労働 者 は 追い 払わ れ 、 ボス 
ター は 没収 され た 。 2 人 の 労働 者 が 連行 され た 。 他 
の 労働 者 も 商 州 城 関 派出 所 で 取り 調べ を 受け 、 夜 
(に な っ て 2 人 の 労働 者 が 7 日 間 の 行政 勾留 に な っ た 
と 聞か され た 。 
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七 日 後 、 山陽 県 、 丹 鳳 県 、 洛 南 県 、 商 南 県 の 十 数 
人 の 労働 者 が 商 州 市 で 拘留 され た 2 人 の 労働 者 を 
押え に 行っ た 。 


商 南 県 の 呉 建国 さん の 拘留 証 





商 南 県 の 朱 格 級 さん の 拘 凡 証 


釈放 され た 失格 郊 と 呉 建国 に よる と 、 た っ た 二 人 だ 
け で 交通 秩序 を 混乱 で きる は ず が な い 、 警 名 い わ 
く 、 会 仕 側 が 何 度 も 警察 に 電話 を か け て 二 人 を 逮 
捕 す る よう に 要求 し た と いう 。 


この 事件 の 後 、 商 洛 市 中 等 裁判 所 か ら 弁 護 士 に 連 
絡 が あり 、 会 社 側が 和解 を 求め て いる と いう 。 仕事 
こ 復 帰し て も いい し 、 代わ り に 子ども か 親族 を 雇用 
する こと も で きる と いう 。 それ な り の 和解 条件 を 示し 
て きた が 、 69 歳 まで この 会 社 の た め に 高 所 作業 を 
し て ぎ きた 周 岐山 や この 会 社 に 40 年 以上 捧げ て き 
た 余 新 徳 を は じ め 数 十 人 の 労働 者 の は どう 考え て 
いる の か 。 10 年 も 待た せ 挙 句 自分 た ち を 無残 に 

「 見 捨て た 」 会 社 、 尊厳 を 無残 に 傷つけ た 会 社 に 戻 
れ と いう 提案 を どう 考え れ ば いい の だ ろう か 。 ある 労 
働 者 の 文章 を 紹介 し て 報告 を 終え た い 。 


「 こ の 染 件 は 、 56 人 の 商 洛 市 の 労働 者 だ け で な く 、 
隊 西 省 の 電信 関係 者 数 生 人 の 年 金 問題 に 関わ る 
問題 だ 。 少な く と も 陸 北 の 安 塞 県 、 府 谷 県 、 佳 県 、 
子 洲 県 、 靖 辺 県 、 横山 県 、 神木 県 、 黄 陵 県 、 延 川 
県 、 延長 県 、 洛 川 県 、 宜 川 県 、 富 県 、 呉起 県 、 甘泉 
県 、 子 長 県 、 志 凡 県 な どの 電信 労働 者 すべ て の 人 
生 に 関わ る こと で ある 。 集団 的 な 権利 擁護 の 事件 
も 何 度 も 発生 し て いる 。 」 


「 陸 西 電 信 は 1998 年 の 国有 企業 政 革 (株 式 化 )、 
職員 の 再 配置 政策 の と き の 補 助 金 を どこ に 使っ て 
し まっ た の か 。 情報 を 公開 すべ き で は な いか 。 な ぜ 
他 の 国有 企業 で は ちゃ ん と で きた 政策 の 実行 が 、 
な ぜ 中 国電 信 で は で き な い の か 。 原因 は どこ に あ 
る の か 。 この 問題 が 解決 され な けれ ば 『 死 ん で も 訴 
え は 止め な い 』 と 労働 者 た ち は 言 っ て いる 。 陸 西 省 
全体 の 社会 的 安定 を 考え た と き 、 この 問題 は 大 き 
な リス ク に な る だ ろう 。」 


「 会 社 は 56 人 の 労働 者 に 対し て 何ら 譲歩 する 姿勢 
を 見 せ て いな い 。 労働 者 た ち は 、 個人 営業 許可 書 
の 申請 書類 の 偽造 を 発見 し た 。 そう で ある な ら 次 の 
裁判 で は どん な 判決 に な る だ ろう か 。 了 西 省 の 数 
百 、 数 千 の 電信 労働 者 が その 結末 に 注目 し て い 
る 。 も し 雇用 関係 が 認め られ れ ば 会 社 は 巨額 の 社 
会 保険 料 の 追徴 を 迫 ら れる だ ろう 。 中 国電 信 は 基 
幹 的 な 国有 企業 の 一 つ で ある 。 法律 の 順守 と 約束 
の 実行 を 選択 する の か 、 権力 を 溢 用 し た 責任 逃れ 
に 終始 する の か 。 労働 者 に 勝機 は ある の か 。 今後 
の 展開 に 注目 し よう 。 2018 年 7 月 15 日 北京 」 


